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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文はヨ序章ヨ本文6章ヨ終章及び資料曲年表のそれぞれから構成されている。

　序章ではヨ研究の目的ラ研究の視点、研究の方法等にふれている。

　本論文の目的はヨ1920年代を中心に19世紀末から亙930年代までのロシアにおける知能遅滞児教育

の歴史的検討によりラ知能遅滞児の教育問題にどのような解決方法が志向されたのかを明らかにす

ることにおかれておりラこの目的を具体化するためにラ（1）帝政ロシア期の知能遅滞児教育ヨ（2）

1920年代知能遅滞児教育雪及び（3）ヴィゴツキーの障害児教育論について検討している。

　研究の視点はラ（1）帝政ロシアからソビエト政権下の知能遅滞児教育においてヨ障害のカテゴリー

に対してどのような教育の分化的対応が示されたのかヨまた事（2）社会主義政権（1917～1936年）

において障害児1者の諸権利がどのように位置づけられ，実現形態をとったのかヨにおいている。

　研究の方法は。文献の検討に基づく歴史的研究方法である。その方法の第一はヨ（1）帝政ロシア

における知能遅滞児教育（19世紀末～19！7年）から、（2）ロシア革命後の社会主義理想の実現過程

（1917～1931年）を経て菅（3）スターリンの独裁によるソビエトの知能遅滞児教育の変質過程

（五931～1936年）に至る時期である。その第二は、ヴィゴツキーの障害児教育理論の歴史的検討で

ある。

　本文の第一章「帝政ロシア期の知能遅滞児教育（19世紀末～1917年）」では，帝政ロシアにおける

知能遅滞児の教育的対応は、医師による「自痴」児、癩癩児のための医療一教育施設の設立（1854
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年），「自痴」児ラ顧癩児の保護を目的とした養育院の設立（亙894年），補助学級の設置（1908年）に

よって具体化された。

　ロシアにおける就学率はきわめて低かったがヨ20世紀に入ると。都市部の就学率は高まり，モス

クワ言ペテルブノレグで80％以上に達している。就学率の向上に伴う普通学級での学業不振問題の深

刻さヨ1905年の第一次革命後の地方自治体の変化などを背景にラ1908年にモスクワ市立の初等学校

に付設して補助学級が設置された。補助学級ヨ補助学校設置の説明原理とされたのは、当時の児童

申心主義教育の影響を受けた教育の個別化の論理であった。補助学校の対象児として基準にされた

のはラ普通学校での教育の可能性であった。

　1903年ヨすでにレーニンからのロシア社会民主労働党の綱領で「教育を受ける権利」と「義務教

育」が唱えられている。1913年には国民教育の改革をめざし冒「全ロシア国民教育問題大会」が開催

され，そこでラ知能遅滞児1盲児には普通教育の普及がヨ聾唖児には普通義務教育の普及がラそれ

ぞれ決定事項とされたものの曾ほとんど実現されなかった。

　第二章「ソビエト政権の障害児教育（19亙7～1923年）」ではヲ五917年10月の社会主義革命により成

立したソビエト政権はヨ国家の責任でいかなる障害児をも保障することを理念としたが。子どもを

主体とした「教育を受ける権利」という観点からの教育の保障には害当時の時代的制約がありラ権

利そのものを問題にすることはほとんどなくラ障害の程度によって教育と保護という分化的な障害

児施策を国家の責任において展開した。

　第三章「知能遅滞児教育の杜会主義的解決法の模索（1924年）」では。ソビエト政権期における知

能遅滞免教育は事1920年代の半ばに杜会主義的な教育への転換がはかられたことに論及している。

その転換にみられる障害児問題への解決法は、ヴィゴツキーが意図したものであったが，＜社会によ

る教育〉を基本においた社会的教青であり曾普通学校の教育と障害児教育を一致させることであっ

た。具体的にはヨ自治活動害杜会的一政治的活動を障害児学校に導入することであり，障害児と正

常児との共同教育ラっまりヨ普通学校と特殊学校を結びつけるシステムの推進などであった。

　第四章「知能遅滞児教育の創造期（1925～1931年）」ではラ知能遅滞児の教育を受ける機会が拡張

される一方でヨ’障害のカテゴリーに対応した分化した教育が推進されヲ1920年代は創造性のある教

育が試みられた。

　そのような状況下でヨヴィゴツキーはう教育によって子どもの障害の軽減。克服を可能にする教

育理論の構築をめざした。児童学研究を基礎にした「分化的発達の理論」によってう人問の発達の

過程を明らかにしヨ障害児の障害による遅れもヲ文化（言語争記号など）の獲得過程の遅れとみな

し。文化の獲得方法の探究によって事遅れへのアプローチが可能になると考えるなどラヴィゴツキー

の理論は注目された。

　第五章「児童学と障害児教育（亙925～1931年）」では、児童学はヨ①障害児学と児童学の理論研究ラ

②障害の原因の解明盲③「特殊学校」への入学者の判定，各施設への子どもの措置の問題を主たる

研究領域とするものであった。そして事児童学的研究活動はヴィゴツキーを中心にして国家の事業

として計画された。
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　第六章「知能遅滞児教育の葛藤と児童学批判（亙931～1936年）」では雲1920年代末に党による行政

組織への介入が始まりラ亙930年代に入って表面化した。ヴィゴツキーの杜会的害歴史的課題への対

決として示された先見性や理論構築における先鋭さは官教条主義的な杜会になるにつれてヲその基

準に合わない限りヨ抑圧や弾劾の対象になり、内容的な面よりも教条主義的な観点からの批判が強

まりヨ1936年以降はヴィゴツキーの著作の没収1絶版という国家的な弾圧が加えられた。

　1930年代に入り里1920年代への批判が展開される。つまり事五920年代の杜会主義からの逸脱の修

正という政策転換と1920年代の遺産の継承との間に潜行的な葛藤が生じていた。しかし害スターリ

ン主義の進行はラそのような消極的な低抗も認めず雪1930年代には硬直したシステム以外ヨ注目す

べき教育遺産はほとんどみられない結果になっていく。

　終章はラ全体の考察と今後の課題にっいての記述である。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文は官当初1917年10月から1991年12月まで存続したソビエト政権下における知能遅滞児教育

の研究を意図したものであるが害文献の制約などから芽亙9世紀末から亙930年代半ばまでを取り上げ

ている。それゆえ雪1930年代後半以後ヨスターリンの独裁によって障害児教育がどのように変質さ

せられていくのか骨という検討課題は残されている。しかし纈近年まで入手が困難であったソビエ

トの文献を可能な限り収集し曹子細に読破して菅わが国ではほとんど未開拓であったヲ帝政ロシア

期（1800年代半ば～1917年）の後半期及びソビエト政権期（亙917～1991年）の初期における知能遅

滞児教育の成立過程とその特質を明らかにしていることは特記に値する。これに加えて里1920年代

半ばから1930年代初めにかけてロシアの障害児教育を方向づけただけでなく事今日のロシアでも注

目されるヴィゴツキーの障害児教育理論についてもソビエト政権期初期における知能遅滞児教育の

進展との関連において的確な考察を行っている。なお、本論文はラ外国の特殊教育史研究の推進に

資するところが大きいものとしても高く評価できる。

　よって里著者は博士（教育学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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